
　教育・保育理念
　　・自分も友だちも大切にする心の育成・学びの芽の育成・自分の可能性や能力の発揮

重点目標

A A

A A

今後の取り組むべき課題
　　　　　　　　　　　　課   題 具体的な取組方法 園長より
保護者と子どもの育ちや生活を共有し、自己肯定感をより高め、
園児が自信を持って行動したり、言葉等で自分の思いや意見を
のびのびと伝えたり、主体的に遊ぶ力と認識面の力を育んでい
く。

・乳児期から様々な楽しい活動を経験する中で、物の名前や気持ちを言語化して伝え、主体的に考えたり行動できるような教育保育を展開し、認識面の力を育んでいく。
・クラス活動や異年齢交流で園児が自己発揮をし、認め合える活動を進める中で自己肯定感を高め、自信をもって行動できるようにする。
・日々自分の思いや意見を言う機会を大切にし、どのような意見も尊重できるような認め合う気持ちを育み、自信を持ってのびのびと発言できるようにする。
・保護者へ生活習慣の大切さや教育・保育内容、それにより育つ力をタイムリーに発信するとともに、一人ひとりの育ちを丁寧に伝え、共に子育てしていく。

今年度は、重点目標でもあり、昨年度の課題でもあった、自己肯定感の育ちと主体性
について、教育・保育内容や子どもへの関わり方を考え、職員一丸となって取り組んで
きました。「造形（描画）」を研修テーマにした全年齢の公開保育の実施、園児への関わ
り方、園内研修等様々な研修に取り組み、職員の資質向上にもつなげてきました。成果
と課題も見えてきましたので、来年度もさらに向上していきたいと思います。
中学校区の公民こども園、３小学校、今年度から泉ヶ丘東中学校も参加している幼小
中接続委員会を通して地域が繋がって0歳～18歳の子どもの育ちを考えあうことの大
切さを実感しました。次年度も、人と人とが繋がりあい、認め合い共に育ちあうことを大
切にしながら、自分の思いをのびのびと表現し、主体的に活動できるような教育・保育
を展開し、取り組んでいきたいと思います。

小学校・地域のこども園や地域との交流を工夫して実践し、園児
や地域の子どもたちの成長を見守り、継続的に共に育てていく。

・小学校と園との交流は、内容や回数を年当初に計画しできることを実施できるようにしていく・地域との交流は状況をみながら、
ニュース交換や制作物の贈り物等工夫して実施する。・園庭開放やリフレッシュ預かりを実施し、地域の子育て家庭への支援を行
う。・こども園と小学校、中学校の接続委員会で、園と小学校、中学校の公開授業（保育）や検討会を通じて互いの教育・保育の理解
を深め、東中校区の0歳～18歳にかけて育む大切なことを共有しながら接続カリキュラムの作成を進めていく。

・教育・保育実践を振り返り、自己評価を通して教育・保育の質の向上を図ると共
に専門性を高める

主体性を育むような教育・保育を実践
していくために、研修や公開保育を実
施し、学び合い、職員の資質の向上を
図る

・研修や公開保育、実践などを通じ専門性や倫理性の向上に努めるとともに、自
己研鑽を積極的に行う A A
・職員同士の交流や情報交換を円滑に行い、園児の学びと育ちをつないでいく

　中学校区での大きな取り組みの一環となることはもと
より、東陶器こども園と小学校との交流も充実させてい
きたい。
　「おはなしかご」や老人ホームへの訪問で様々な年齢
の方と交流できて良いと思う。核家族が多い中でも良い
と思う。

・地域の関係機関や団体等と連携、協力を図り、適切な支援を行う

・地域の人材の積極的な活用や情報提供を実施し、地域とともに子育てを進める

職員の資質
向上をめざす

全体的な計画（教育・保育課程）を共
通理解して教育・保育実践を行い、振
り返りと評価を重ねて教育・保育の質
の向上を図る

・全体的な計画（教育・保育課程）や指導計画について、職員同士が共通理解す
る A

全体的な計画（教育・保育課程）、重点目標と具体策を年度初めに確認したうえで、各年齢の園
児の姿、目標を共有し、指導計画を立案した。園児の姿や教育・保育のねらい、取り組み内容、
園児への関わり方、手立て、大切にしたいことなど会議や年齢間の話し合いで共通理解し、教
育・保育を振り返り、より良い方法を考えて教育・保育を進めた。園内研修では今年度「造形
（描画）」のテーマで全年齢の公開保育をして各々の年齢や発達に応じた描画活動のすすめ方
について研究し、グループ別や全体で研修を行った。他のクラスの保育実践を見て意見交流や
関わりを見直すきっかけになったりと学び合うことができ、職員の資質や専門性の向上につな
がった。他にも人権問題、教育保育内容、子どもへの関わり等の研修を行い、人権意識や資質
向上につなげた。

A
　子どもの育ちに共通のある5歳児と小学校低学年との
つながりを中心に、子ども側から見た、学習活動や指導
支援の在り方について連携しながら研修を深めたい。
　保育教諭同士、同じ方向性で見ることは大事なので、
細かいことでも共有していることが良いと思う。
　子どもたち一人ひとりを大切にしてくれていることがわ
かって、良かった。

地域との交流
を通して、地
域に根ざした
こども園を目
指す

地域との交流、行事への参加の意義
を意識し、計画的に行う

・園の機能を発揮し、地域の特性を生かした教育・保育内容を実施する

B

園庭開放やリフレッシュ預かりを行ったり、関係機関や地域で実施している教室やサロ
ンに職員が参加し保育の提供や子育て相談を行った。また、保護者に地域の相談機関
等を紹介して繋いだり、園の活動の様子の見学の受入れ等地域と連携して子育て支援
を行った。近隣の老人福祉施設の方との直接的な交流はできなかったが、「敬老の日」
に合わせてプレゼントを作って子どもたちが届けたり、災害訓練で小学校や施設へ行か
せてもらい身近に感じることができた。

A

　各年齢の取り組み紹介で取りあげられたものの中に
は、小学校でも取り入れられるものが多くあった。小学
校各教科等の目標に合わせて、園の取り組みを小学校
にも取り入れていくことが小学校自らの課題だと感じた。
　小学校との交流をすることで、子どもたちが、1年生に
なるイメージをもちやすくなることがとても良いと思う。
　こども園と小学校、中学校の先生同士の交流はとても
良いと思う。

・小学校児童と年長児との交流、小学校・民間こども園との意見交流等、連携を
通して教育・保育の質の向上を図る

・乳幼児期に育てたい力が小学校以降の学びにつながるような指導計画を作成
し実践する

A

こども園・小
学校が連携
し、学びと育
ちをつなぐ

・一人ひとりの園児の育ちについて、小学校と情報の共有をし、円滑な接続につ
なげる

園児の主体的な生活や学びができるように１０の姿を意識し、ねらいを明確にして就学までを見
通した計画を立て、教育・保育を行った。幼小接続検討委員会で、自園や民間園、小学校の公
開授業（保育）と検討会を実施した。幼児期の学びの特徴である実体験を通しての学びを確認
し、活動の中で自分の考えを言葉にすることの大切さを再認識したり等、接続期の取り組みや
お互いの理解をより深め大切にしていることを共有した。また小学校主催の研修に職員が多数
参加しこどもの主体的な遊びから学びにつながることの重要性を再認識することができた。今
後東中校区の0歳～18歳のこども達を育むために大切にしていくことや、カリキュラム作成へと
つなげていく。園児と小学校との交流を数回行うことができ、優しく関わってもらい小学生への
憧れやイメージを持つことができいい経験ができた。

小学校の公開授業や、園の公開保育
をお互い見て意見交流を行ったり、研
修会に参加して職員同士の交流をし
たりし、お互いの教育・保育を理解し、
園児の学びと育ちへ繋げる。

A

　体を使って、いろいろなことができるように保育されて
いると思う。
　年齢の報告の中で、5歳児の「逆上がり」等の取り組み
では、目標、活動内容や、保育教諭の働きかけ等全般
が子どもの育ちに合ったものであり、成果につながった
ことは大いにうなずける。
　給食やおやつが手作りでなかなか家ではお手伝いをさ
せてあげれる時間を作ることが大変なので、園で様々な
体験をさせてもらえて、とても良いと思った。

保護者へ教育・保育内容をタイムリー
に発信できるよう写真・動画等活用し
ていく

・園児の健康状態を把握し、体調不良や怪我については保護者と連携し、適切に対応する

・保護者に教育・保育内容や子どもの姿を工夫して伝え、子どもの成長を共有する

園児の興味や関心、発達、季節に応
じた環境の中、友だちと一緒に戸外あ
そびや運動あそびで体を動かし、あそ
ぶ楽しさを味わえるようにする

・園児の興味・関心に基づき、遊びこめる環境を整える

A A
・自然とのふれあいや実体験を大切にし、生活や遊びの中での学びを保障する

・園児の意欲や探求心などを引き出す、保育教諭の関わりを大切にする

A

A

A

体をいっぱい
動かし、しな
やかで健康な
体づくりを行う

家庭と連携し、基本的な生活習慣の
定着を図る

・一人ひとりの家庭状況を理解し、園児が安心して心地よく過ごせるようにする

A

生活習慣や健康面は個々の家庭状況を理解しながら家庭と連携し、園での様子や成長を伝え
るなどして生活リズムを一緒に整えられるよう働きかけてきた。栄養士や看護師との連携を行
い、食育指導や保健指導を実施したり、個々に合わせた援助を行ったりして安全・安心な生活
が送れるようにしてきた。毎日の教育・保育内容をキッズビューで写真を入れた配信をより充実
させたり、フォトニュースを掲示したりし、タイムリーに可視化して伝えることでこどもの成長や園
での活動に関心をもってもらえるようになってきた。クラス懇談会やおたよりでも活動のねらいと
共に活動がどう成長につながるのかを知らせ、教育・保育内容がより伝わるように工夫してき
た。園児の様子を送迎時に保護者と対話することで園児の育ちを保護者と共有した。菜園活動
では自分たちで育てた野菜の生長を見たり収穫してクッキングをしたりして食への関心や意欲
につながった。虫等の飼育をして観察したり自然物を見たり触れたりして、自然物への興味を持
つことができた。戸外遊びや運動遊び、リズム等に年間通して取り組むことで体を支えたり、し
なやかに体を動かす力が育ってきている。園児の興味に合わせて感触遊びをしたりブロック、
折り紙、あやとり等の環境を準備し遊びこむことで手先をしっかり使う力が育ってきた。

A・子どもの一日の生活の連続性及びリズムの多様性に配慮した教育・保育内容
を工夫する

クラス活動や異年齢交流で園児が自
己発揮をし、認め合える活動を展開し
自己肯定感を高める。

・大人との愛着関係や安心感のもと、人を信頼し生きていく力の土台を形成する

A

重点目標に向けた具体策 評　価　項　目 自己評価 こども園関係者評価

主体性と自己
肯定感を育む

園児自身が気づき、考え、行動できる
学びの場を設定する

・「主体的・対話的・深い学び」を実現する実践を展開する
A

乳児は、育児担当制で個々の生活リズムや発達に合わせて、園児の思いに寄り添いながら丁
寧に関わってきたことで安定した生活を送り、愛着関係を築き、人を信頼し生きていく力の土台
を育んできた。また個々の興味に合わせた玩具や手指を使った遊び体を動かす遊びなど様々
な楽しい遊びを工夫し、「やってみよう」という気持ちを育むことができた。幼児は個々の発達や
クラスの課題を考慮して遊びの環境設定や計画をし、園児自身が主体的に考える取り組み、少
人数での取り組み、視覚でわかりやすく説明する等の援助や工夫を行い、意欲的に活動する姿
や最後までやりきる姿が育った。一人ひとりの意見を話したり聞いたり話し合いする経験を重ね
ることで、自分の思いや気づき、意見を言える姿が増えた。しかし語彙数が少なかったり、認識
の弱さや間違っていたらどうしようという気持ちもあり、思いを言葉することの難しさも感じ課題
である。異年齢との交流や「つくってあそぼう」の取り組み、集会、活動の見せ合いっこを進め、
異年齢間でも認め合う活動を展開してきたことで、年長児へのあこがれの気持ちを持ち、年下
の園児に優しく思いやりを持って接する等の姿が育った。保育教諭や友達と認めあうことを積み
重ね、できたという達成感を味わったことで自信がついてきている。このような教育・保育を通し
て自己肯定感と主体性が園児に育ってきている。

・園児の表情や行動を温かく見守りながら、思いを受け止め自尊感情を育てる

・人との関わりを通して、お互いを尊重し合えるよう人権を大切にする心を育てる

　適切な環境設定や職員の働きかけによって、各年齢
の活動の中で、個々が自己発揮できるように工夫されて
いる。子ども同士の適切な関わりを組織することによっ
て、主体性や自己肯定感が育成されていると感じる。
　一人ひとりのペースを大切に接していて、子ども達が
のびのびと活動できているところが良いと思った。
　自信がなくても周りの声かけや少し違う場面で、できる
ことがわかると、だんだん自信がもてるようになっている
と思う。

・あそびの中で思考力や集中力を養い、成功体験や失敗体験から粘り強さなどを
育てる

一人ひとりの園児にあわせた指導・支
援をおこなう

・子どもの発達過程に応じ、個人差に配慮しながら、発達を保障する
A

・地域との交流を通して、地域に根ざしたこども園を目指す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度　　　　こども園評価書　　　　　                                            　　　　　　　　　　　　　　堺市立東陶器こども園　　
　令和６年度重点目標
・主体性と自己肯定感を育む
・体をいっぱい動かし、しなやかで健康な体づくりを行う
・こども園・幼稚園・小学校が連携し、学びと育ちをつなぐ

園児・保護者・職員・地域がつながりを持ち、お互いを認め合い、共に育ちあう中で、自己肯定感を育
み、自信を持って主体的に活動する力を育てる

重点項目

・職員の資質向上をめざす


